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今
年
の
4
月
か
ら
長
野
県
環
境
保
全
研

究
所
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
布
山
澄
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
日
頃
か
ら
当
研
究
所
の
業
務
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
研
究
所
は
「
長
野
県
の
豊
か
な
環
境

の
保
全
と
保
健
衛
生
の
向
上
を
図
る
た

め
、
行
政
施
策
を
技
術
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
き
る
体
制
と
技
術
・
知
識
の
向
上
に

努
め
、
県
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る
研

究
所
」
を
目
標
と
し
て
、
今
日
的
な
行
政

課
題
に
対
応
す
る
研
究
課
題
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
環
境
教
育
、
研
修
、
情
報
発

信
等
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

環
境
分
野
に
お
け
る
当
研
究
所
の
業
務

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
安
茂
里
庁
舎
で

は
、
諏
訪
湖
を
は
じ
め
と
し
た
湖
沼
な
ど

の
水
質
測
定
や
水
質
保
全
対
策
、
大
気
中

微
小
粒
子
状
物
質
を
始
め
と
し
た
大
気
汚

染
物
質
の
測
定
、
新
幹
線
鉄
道
騒
音
振
動

調
査
、
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
係
る
浸
出

水
や
地
下
水
の
調
査
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
環

境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
放
射
性
物
質
の
測
定

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
飯
綱

庁
舎
で
は
、
長
野
県
の
生
物
多
様
性
の
保

全
等
に
関
す
る
調
査
研
究
や
地
球
温
暖
化

等
の
気
候
変
動
影
響
の
実
態
把
握
と
適
応

策
に
関
す
る
調
査
研
究
、
「
信
州
気
候
変
動

適
応
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
な
お
一
層
の
水
環
境

に
係
る
研
究
の
強
化
を
図
る
た
め
、
現
在

の
組
織
を
改
編
し
、
水
環
境
に
特
化
し
た

新
た
な
研
究
機
関
と
し
て
「
諏
訪
湖
環
境

研
究
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
の
設
置
を
目
指

し
、
現
在
、
必
要
な
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

保
健
衛
生
分
野
で
は
、
今
般
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
検
査
や
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
、
麻
疹
な
ど
を
対
象
と
し
た
感

染
症
の
流
行
予
測
調
査
及
び
発
生
動
向
調

査
、
食
品
中
の
残
留
農
薬
検
査
や
医
薬

品
、
家
庭
用
品
な
ど
の
検
査
業
務
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
研

究
所
の
実
施
す
る
事
業
に
お
け
る
様
々
な
場

面
で
、
共
に
行
政
の
技
術
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
行
い
、
長
野
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
と
安
全
・
安
心
な
県
民
生
活
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
も
一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
と
ご
支
援

を
賜
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
引
き
続
き
の

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
貴
協
会
の
今
後
益
々
の

ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
だ
よ
り

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
が
平
成
十
五
年
六
月
に
創
刊

号
を
発
行
し
て
以
来
、
今
年
で
二
十
号
と
な

り
ま
す
。
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
発
行
は
当
協
会

の
メ
イ
ン
の
事
業
の
一
つ
だ
け
に
節
目
の
第

二
十
号
が
発
行
す
る
に
あ
た
り
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
創
刊
当
時
は
、
会
員
相
互

の
連
携
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
県
内

自
治
体
等
に
配
布
す
る
こ
と
に
よ
り
当
協
会

の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
認
知
度
ア

ッ
プ
に
つ
な
げ
る
た
め
に
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
時
代
と
と
も

に
「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
」
の
内
容
は
変
わ
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
が
、
創
刊
当
時
、
先
輩
の
皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
発
行
し
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年

開
催
で
き
な
か
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
日
本
中
が
歓

喜
の
渦
に
沸
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
リ
ー
グ

で
は
二
刀
流
の
大
谷
選
手
が
M
V
P
を
獲
得

す
る
等
明
る
い
話
題
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が

一
昨
年
同
様
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

振
り
回
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
み
、
秋
以
降
は
感
染
者
も
落
ち
着
い

て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
型
変

異
株
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
世
界
的
に
感
染

拡
大
し
、
長
野
県
に
お
い
て
も
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
発
せ
ら
れ
、
再
び
日
常
生
活

や
事
業
活
動
が
制
約
を
受
け
ま
し
た
。

 

当
協
会
に
お
い
て
も
通
常
総
会
、
親
睦
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
、
環
境
技
術
研
修
（
専
門
課
程
）

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
環
境
技
術
研
修

（
基
礎
課
程
）
は
感
染
対
策
を
講
じ
実
施
し
ま

し
た
。
技
術
研
修
会
は
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
と
な
り
、
気
軽
に
受
講
で
き
る

た
め
か
例
年
に
比
べ
て
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
対
面
で
の
開
催
は
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
計
画

し
た
事
業
を
実
行
し
続
け
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
長
環
協
の
目
的
あ
る

「
環
境
計
量
証
明
事
業
の
発
展
の
た
め
に
、
環

境
計
量
に
関
す
る
技
術
向
上
、
会
員
の
協

調
、
親
睦
を
図
る
」
と
い
う
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
の
環
境
問
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、
必

要
と
さ
れ
る
技
術
は
益
々
高
度
で
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
反
面
、
計
量
証
明
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
分
析
料
金
の
低
価
格
化
、
技

術
の
継
承
等
問
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
企
業
が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
社
会
貢

献
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
再

確
認
し
、
協
会
の
発
展
に
一
層
努
力
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
関
係
各
位
及
び
会
員
・
賛
助
会

員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

 

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
本
県
の
環
境
行
政
の
推

進
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
技
術
研
修
会

の
開
催
、
県
主
催
の
精
度
管
理
事
業
や
測

定
分
析
研
修
会
へ
の
参
加
等
に
よ
り
、
会

員
の
技
術
力
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
し
ま
す
。

 

長
野
県
で
は
、
2
0
1
8
年
度
か
ら

2
0
2
2
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

総
合
5
か
年
計
画
「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造

プ
ラ
ン
2.
0
」
及
び
「
第
4
次
長
野
県
環

境
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
自
然
環
境
の

保
全
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
社
会
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
今
年
度
、
計
画
期
間
の
最
終
年
度
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
両
計
画
の
総
仕
上
げ
と

と
も
に
次
期
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

 
ま
た
、
県
下
最
大
の
湖
沼
で
あ
り
ま
す
諏

訪
湖
に
つ
き
ま
し
て
は
、
2
0
1
7
年
度

か
ら
2
0
2
1
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
第
7
期
諏
訪
湖
水
質
保
全
計
画
に
よ

り
、
水
質
浄
化
や
生
態
系
の
保
全
の
取
組

を
進
め
、
全
り
ん
が
環
境
基
準
を
下
回

り
、
透
明
度
も
向
上
す
る
な
ど
水
質
は
改

善
し
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
や
全

窒
素
に
つ
い
て
は
環
境
基
準
の
達
成
に
至

ら
ず
、
近
年
は
横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
ヒ
シ
の
大
量
繁
茂
、

貧
酸
素
に
よ
る
生
物
へ
の
影
響
、
平
成
28

年
7
月
に
発
生
し
た
ワ
カ
サ
ギ
等
の
大
量

死
な
ど
生
態
系
に
関
す
る
課
題
も
生
じ
て

い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
湖
内
の
溶
存
酸

素
量
及
び
底
質
の
調
査
を
は
じ
め
、
ヒ
シ

の
刈
取
り
や
覆
砂
の
効
果
を
確
認
す
る
た

め
の
調
査
、
貧
酸
素
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
に
向
け
た
調
査
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
、
貧
酸
素
対

策
の
新
た
な
取
組
と
し
て
、
底
層
溶
存
酸

素
量
の
環
境
基
準
類
型
当
て
は
め
を
行

い
、
今
年
度
策
定
す
る
第
8
期
諏
訪
湖
水

質
保
全
計
画
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

今
後
、
県
に
お
い
て
効
果
的
な
施
策
を
実

施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調

査
等
に
よ
り
得
ら
れ
た
適
時
適
切
な
測
定

デ
ー
タ
等
に
基
づ
き
、
事
象
の
要
因
分
析

を
的
確
に
行
う
こ
と
が
不
可
欠
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
精
度
や
測
定
分
析
能
力
の
向

上
に
よ
り
、
測
定
結
果
の
な
お
一
層
の
信

頼
性
の
確
保
に
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

結
び
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
4
月
か
ら
長
野
県
計
量
検
定
所

長
を
務
め
て
お
り
ま
す
平
林
裕
司
で
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
県
の
計
量
行
政
の
推
進
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
協
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

大
切
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
、
調

査
・
測
定
・
分
析
技
術
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
適
切
な
環
境
計
量
の
実

施
に
よ
り
、
長
野
県
の
環
境
保
全
、
環
境

対
策
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と

に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、「
計
量
制
度
」
は
、
貨
幣
制
度
と

並
び
、
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤
と

し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、「
計

量
法
」
に
基
づ
き
取
引
・
証
明
の
信
頼
性

を
確
保
す
る
仕
組
み
は
、
今
や
私
達
の
安

全
・
安
心
な
生
活
や
経
済
・
産
業
の
発
展

の
た
め
の
重
要
な
制
度
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。

　

長
野
県
計
量
検
定
所
は
、
明
治
26
年
に

長
野
県
度
量
衡
常
置
検
定
所
が
設
置
さ
れ

て
以
来
、
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
、「
適
正
な

計
量
の
実
施
の
確
保
」
を
目
的
に
検
定
・

検
査
、
普
及
啓
発
等
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。
特
に
環
境
分
野
に
お
き

ま
し
て
は
、
環
境
計
量
証
明
事
業
の
登
録

や
環
境
計
量
士
に
関
す
る
事
務
、
計
量
証

明
検
査
等
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り
計
量

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
計
量
制
度
の
重
要
性
を
認
識

し
、
知
識
と
技
術
の
研
鑚
に
努
め
、
引
き

続
き
適
正
計
量
の
推
進
に
向
け
努
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
が
叫

ば
れ
る
中
、
貴
協
会
の
皆
様
の
役
割
は
、

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
上
で
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
会
員
皆
様
が
英
知
を

結
集
さ
れ
、
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
る

こ
と
で
、
業
界
全
体
が
さ
ら
に
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

計
量
検
定
所
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
貴
協
会
の
皆
様
と
連
携
・
協
力
し
、
県

民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
や
経
済
・
産
業

の
発
展
を
計
量
の
面
か
ら
支
え
て
参
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
一
層
の
御
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

（株式会社 コーエキ）

長野県環境部
部長 猿 田 吉 秀

長野県環境保全研究所
所長 布 山 　 澄

長野県計量検定所
所長 平 林 裕 司

長野県環境測定分析協会
会長 梅 垣 和 彦



特集 水質汚濁に係る環境基準の見直しについて

　令和3年10月7日に環境省より、「水質汚濁に係る水質環境基準の見直し」について通知が
ありました。この通知により、「人の健康の保護に関する環境基準」および「地下水の水質汚濁
に係る環境基準」の「六価クロムの基準値」と「生活環境の保全に関する環境基準」の「大腸
菌群数に係る環境基準」が見直しとなり、令和4年4月1日に施行となりました。
　この中の「大腸菌群数に係る環境基準」の見直しについては分析方法も変更になりますので、
今回はそれを取り上げ、従来の「大腸菌群数」と新たに採用された「大腸菌数」の違いについて
解説したいと思います。
　大腸菌の検査に係わっておられる方は、既に４月以降は実際に分析されており、充分にご承知
の内容になるかと思いますが、実際に検査を行ったことのない方にもご理解いただけるよう、
基礎的な内容の解説とさせていただきました。

　まず、従来法と改正法の比較を下表に示します。 

　改正のポイントは、従来の大腸菌群の中の大腸菌(E.coli)のみを指標菌としたことで、ふん便汚染を
より的確に捉えることができるようになったということです。
　従来法では、大腸菌群に共通な性質のうち、乳糖を分解してガスを産生する性質を利用し、ダーラム
管内にガス発生を認めた試験管を陽性とし、希釈段階ごとの陽性本数から最確数法により大腸菌群数を
求めていました。

　一方、改正法では、大腸菌が特異的に保有・産生する酵素β－グルクロニダーゼと、培地の成分で
ある酵素基質 X-GLUCとが反応して青色を呈することを利用して、青色コロニーのみを数えることで、
大腸菌に絞って計数することができます。市販の特定酵素基質培地には、大腸菌群が保有・産生する
酵素β－Ｄ－ガラクトシダーゼと反応して赤色を呈する酵素基質も含まれているため、大腸菌群は赤み
を帯びた色のコロニーとなって両者の識別が可能となります。
　環境基準設定当時の培養技術では大腸菌のみを簡便に検出する技術がなかったことから、比較的容易
に測定できる大腸菌群数が採用されたということですが、その後、簡便な大腸菌の培養技術が確立され
ました。飲料水の水質基準に「大腸菌」が採用されて既にかなり経ちますが、環境省では、生活環境
項目環境基準の見直しについて、平成30年より中央環境審議会に専門委員会を設置し検討を重ね、今般
の「大腸菌群数に係る環境基準」の見直しに至ったという経緯があります。

　以下に、改正法による「大腸菌数の測定方法」の一例を写真によりご紹介します。

　なお、大腸菌数の多い試料については培養後の大腸菌のコロニー数が20～100個になるよう、適宜
希釈してろ過操作を行います。また、改正法では、一つの試料につき２回以上の繰り返し試験を行う
ことと規定されていますので、ご注意ください。分析方法の詳細は、令和3年10月「環水大水発第
2110072号」をご参照ください。

45 第20号　2022年6月第20号　2022年6月

特定酵素基質寒天培地を用いたMF法による大腸菌数の測定方法について

従来法

測定項目（指標菌）

指標性

測定方法

培養方法

判定/計測

単　位

改正法

大腸菌群は、ふん便汚染のない
水や土壌に分布する自然由来の
細菌をも含んだものとして検出
されるため、ふん便汚染を的確
に捉えていない。

大腸菌(E.coli)は、ほとんど全て
の温血動物のふん便に多量に存在
する腸管内常在菌であり、ふん便
汚染を的確に捉えることができ
る。

ガス発生が確認された試験管数
を希釈段階ごとに数え、最確数表
を用いて試料100ml中の最確数
を算出する。

フィルター上に発生したコロニー
のうち、青色のコロニーのみを
数え、試料100ml中の大腸菌数
に換算する。

連続的に段階希釈した検水を
ダーラム管を入れたBGLB醗酵管
に接種する。（液体培養）

検水をメンブランフィルター上
に吸引ろ過し、寒天平板培地上
に密着させる。（平板培養）

最確数による定量法 特定酵素基質寒天培地を用いた
メンブランフィルター（MF）法

MPN/100ml CFU/100ml

大腸菌群数 大腸菌数

1 ろ過操作-1 2 ろ過操作-2

3 MFを培地にセット　 4 培養後のコロニー数の計数

ファンネルに滅菌MFをセットします。

青色コロニーを計数します。

検水100mlを吸引ろ過します。
試料は必要に応じて希釈します。

MFを培地に密着させます。
気泡が入らないよう注意します。

37℃付近で24時間
培養します。



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
2
年
間
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
技
術
研
修
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
あ
っ
た
も
の
の
、
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
開
催
に
ご
尽
力
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
出
現
は
、
今
ま
で
当

た
り
前
に
で
き
た
こ
と
が
制
限
さ
れ
、

仕
事
、
生
活
の
み
な
ら
ず
、
伝
統
行
事

に
ま
で
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

本
来
は
昨
年
4
月
に
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
長
野
市
の
善
光
寺
の
御
開
帳
が

１
年
延
期
さ
れ
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
密
を
避
け
る
た
め
開
催
期
間
を

1
ヶ
月
延
長
し
、
回
向
柱
に
は
光
触
媒

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
手
指
の
消
毒

を
徹
底
す
る
と
い
っ
た
ウ
イ
ル
ス
対
策

を
施
す
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
回
向

柱
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態
も

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
今
ま
で
と
は

異
な
る
生
活
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存

が
不
可
欠
に
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

す
が
、
た
だ
、
一
刻
も
早
く
こ
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終
息
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
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令
和
3
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
拡
大
に
伴
い
、
例
年
の
よ
う
な
対

面
で
の
事
業
活
動
が
十
分
で
き
な
い
状

況
で
し
た
が
、
実
技
を
伴
わ
な
い
等
の

催
し
は
、
で
き
る
だ
け
オ
ン
ラ
イ
ン
や

書
面
で
の
開
催
に
切
り
替
え
、
多
く
の

皆
様
の
参
加
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 
事
務
局
担
当
の
理
事
会
は
、
4
月
1
回

目
は
通
常
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

8
月
の
2
回
目
は
書
面
会
議
、
本
年
1

月
の
３
回
目
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
日
環
協
主
催
に
よ
る

10
月
の
環
境
セ
ミ
ナ
ー
及
び
11
月
の
経

営
セ
ミ
ナ
ー
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

 

技
術
部
会
で
は
、
雨
水
調
査
（
21
機
関

参
加
）、
環
境
技
術
研
修
（
基
礎
課
程
13

名
参
加
）、
精
度
管
理
調
査
（
21
機
関
参

加
）
及
び
技
術
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
）
等
を
例
年
通
り
開
催
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
専
門
課
程
の
環
境

技
術
研
修
8
講
座
は
全
て
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
務
部
会
で
は
、
機
関
紙
「
ナ
チ
ュ

ラ
ル
」
V
o
l.
19
の
編
集
・
発
行
・
発

送
及
び
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持

管
理
や
掲
載
内
容
変
更
等
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
内
関
係
機
関
等
の
皆

様
と
も
連
携
を
深
め
、
当
協
会
を
通
し

て
各
機
関
の
技
術
向
上
及
び
事
業
が
継

続
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

私
は
大
学
で
化
学
を
学
び
、分
析
学
の

研
究
室
に
所
属
し
、分
析
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。そ
こ
で
環
境
分
析
に
興
味

を
持
ち
、将
来
大
学
で
学
ん
で
き
た
知
識

を
生
か
し
て
環
境
分
析
に
携
わ
る
仕
事
が

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

分
析
業
務
で
は
、何
よ
り
も
き
ち
ん
と

定
め
ら
れ
た
手
順
に
従
っ
て
分
析
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。な
の
で
、最
初

は
分
析
の
手
順
を
間
違
え
ず
に
行
う
こ
と

を
徹
底
し
て
い
ま
し
た
。最
近
は
手
順
を

覚
え
て
き
た
の
で
、こ
れ
か
ら
は
要
領
よ

く
ほ
か
の
分
析
も
同
時
に
行
え
る
よ
う
に

意
識
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　

検
体
の
採
取
も
重
要
で
あ
り
、採
取
す

る
時
に
妨
害
物
質
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
必
要
が
あ
り
、も
し
入
っ
て
し
ま
う
と

分
析
値
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
た
め
、採
取
の
仕
方
や
適

切
な
場
所
な
ど
を
実
際
に
現
場
に
行
き
学

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、水
道
法
を
は
じ
め
様
々
な
法
律

に
関
す
る
こ
と
も
学
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。ど
う
い
う
検
査
を
す
べ
き
か
や
検
査

の
頻
度
な
ど
、お
客
様
と
話
を
す
る
う
え

で
法
律
に
関
す
る
知
識
は
と
て
も
重
要
で

す
。

　

ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
11
月
19
日

に
、
日
本
環
境
測
定
分

析
協
会
主
催
の
経
営
セ

ミ
ナ
ー
が
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
、

長
崎
大
学
大
学
院
医
歯

薬
総
合
研
究
科
臨
床
感

染
症
学
分
野
泉
川
公
一

教
授
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

最
近
の
話
題
〜
感
染
症
の
怖
さ
と
対
策
〜
」、
合
同

会
社
デ
ル
タ
ク
リ
エ
イ
ト
佐
藤
舞
代
表
社
員
に
よ

る
「
確
率
思
考
と
企
業
経
営
〜
経
験
と
勘
に
頼
っ

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
属
人
的
な
意
思
決
定
か
ら
の

脱
却
〜
」、
そ
し
て
、
国
際
航
業
株
式
会
社
前
川
統

一
郎
上
級
顧
問
に
よ
る
「
気
候
変
動
の
物
理
リ
ス

ク
に
備
え
る
〜
持
続
可
能
な
企
業
経
営
の
た
め
の

「
適
応
」〜
」
の
３
題
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
開
催
方
法
が
オ
ン
ラ
イ
ン

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
少
し
違
っ
た
感
じ
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
催
し
開
催
の
中
止
が
多
い
中
、

経
営
を
し
て
い
く
に
当
っ
て
の
情
報
が
得
ら
れ
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
色
々
な

形
で
全
国
の
業
界
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
業
界
全
体
が
盛
り

上
が
れ
ば
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。
主
催
し
て
い
た
だ

い
た
九
州
支
部
の
皆
様
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

令
和
3
年
度

活
動
報
告

令
和
3
年
度
事
務
局
　
大
島
明
美

﹇
第
　
回
﹈
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県
知
事
表
彰
を
受
け
て

　

令
和
３
年
６
月
１４
日
、
長
野
県
松
本

合
同
庁
舎
に
お
い
て
、
長
野
県
計
量
検

定
所
所
長
の
赤
羽
典
明
様
よ
り
計
量
功

労
者
の
表
彰
状
を
授
与
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
に
当
連
合
会
が
作
業
環
境

測
定
法
に
基
づ
く
測
定
機
関
と
な
り
、

そ
の
後
、
計
量
証
明
事
業
な
ど
計
量
業

務
に
従
事
し
て
、
も
う
40
年
以
上
と
な

り
ま
す
。
そ
の
間
、
環
境
問
題
を
取
り

巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
が

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
に
関
わ
る

多
く
の
皆
様
と
公
私
と
も
に
お
付
き
合

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
よ
う
な
栄

誉
も
皆
様
方
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
長

引
き
、
な
か
な
か
お
会
い
で
き
る
機
会

も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
共
に
歩
ん
で
い

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

セ ミ ナ ー 参 加 報 告

経
営
セ
ミ
ナ
ー

技
術
セ
ミ
ナ
ー

令
和
３
年
度

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会

オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
て

　

３
年
ぶ
り

と
な
る
技
術

研
修
会
が
、

初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
方
式
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
協
会
技
術
部
会
長

が
司
会
を
行
い
、講
師
の
信
州
大
学

朴
先
生
と
発
表
者
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
か
ら
ズ
ー
ム
の
権
限
を
切
換
え
な
が

ら
発
表
し
ま
し
た
。な
か
な
か
拝
聴
で

き
な
い
貴
重
な
内
容
ば
か
り
で
し
た
。

　

弊
社
で
は
、常
時
３
〜
４
人
が
と
て

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
受
講
し
て
い
ま
し

た
。オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
の
気
軽
な
良
い

所
が
で
て
、例
年
よ
り
も
多
く
の
社
員

が
参
加
し
ま
し
た
。私
は
、酸
性
雨
調

査
報
告
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、発

表
者
と
し
て
は
、音
声
が
ど
の
様
に
聞

こ
え
て
い
る
の
か
と
て
も
気
に
な
り
ま

し
た
。

　

研
修
会
後
の
交
流
会
は
残
念
で
し

た
が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
中

止
さ
れ
て
い
た
研
修
会
を
再
開
で
き
た

の
は
大
き
な
成
果
で
す
。勝
手
の
分
か

ら
な
い
な
か
で
、ご
苦
労
さ
れ
な
が
ら

準
備
し
て
頂
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
環
境
測
定
分
析
協
会
主
催　

　
　
　　

経
営
セ
ミ
ナ
ー
in
長
崎

事
務
局　
大
島
明
美

株
式
会
社
コ
ー
エ
キ　

小
川
英
樹

一
般
社
団
法
人

　
　
　

長
野
県
労
働
基
準
協
会
連
合
会

杉
﨑
勝
明　

現
代
の
名
工

株
式
会
社
環
境
科
学 

専
務
取
締
役　

桑
原
晴
彦

一
般
社
団
法
人 

長
野
市
薬
剤
師
会

　
　
　
　
　
　
　
内
山
雄
斗

　

こ
の
度
、

厚
生
労
働
大

臣
か
ら
「
現

代
の
名
工
」

に
選
定
さ
れ

ま
し
た
の
で

御
報
告
致
し

ま
す
。

　

私
が
化
学
分
析
を
行
う
切
っ
掛
け
と

な
っ
た
の
は
、昭
和
３１
年（
1
9
5
6
年
）

に
伊
勢
市
で
生
ま
れ
、小
学
校
の
バ
ス
遠

足
で
名
古
屋
に
行
く
途
中
の
四
日
市
で
の

こ
と
で
し
た
。そ
こ
で
は
昼
な
の
に
ス
モ
ッ

グ
で
前
が
見
え
ず
、窓
を
開
け
れ
ば
喉
が

痛
く
な
る
体
験
を
し
ま
し
た
。い
わ
ゆ
る

四
日
市
ぜ
ん
そ
く
で
す
。昭
和
３１
年
は
熊

本
県
水
俣
市
の
水
俣
病
が
認
定
さ
れ
た
年

で
も
あ
り
、こ
れ
を
契
機
と
し
て
化
学
分

析
に
惹
か
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。化

学
分
析
は
手
分
析
・
機
器
分
析
を
通
し
て

環
境
・
衛
生
、工
業
材
料
、金
属
、医
療
・
医

薬
、食
品
等
で
広
く
用
い
ら
れ
、「
真
値
」

を
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
も
魅
力
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

私
の
化
学
分
析
で
は
、平
成
７
年
に
一
級

技
能
士
、平
成
２８
年
に「
信
州
の
名
工
」
、

令
和
３
年
に
「
現
代
の
名
工
」
を
い
た
だ

き
、育
て
て
頂
い
た
先
代
の
環
境
計
量
士

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。ま
た
、先
代
の
教
え

の
中
に
「
自
然
に
学
び
、化
学
分
析
で
数

値
化
し
、こ
れ
を
再
び
自
然
に
戻
す
」
が

あ
り
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

頭
の
片
隅
に
、日
本
一
の
化
学
分
析
技
能

者
を
意
識
し
て
、日
々
の
業
務
に
励
ん
で

下
さ
い
。

わが社の
ニューフェース

上
田
薬
剤
師
会
検
査
セ
ン
タ
ー

一
般
社
団
法
人

　
上
田
薬
剤
師
会
検
査
セ
ン
タ
ー

は
、
前
身
の
東
信
公
害
検
査
セ
ン

タ
ー
を
含
め
る
と
、
51
年
目
を
迎

え
ま
す
。
発
足
時
は
高
度
経
済
成

長
期
に
あ
た
り
、
経
済
活
動
に
よ

る
公
害
が
社
会
問
題
と
な
り
、
ま

た
環
境
検
査
の
専
門
家
が
不
足
し

て
い
た
た
め
、
薬
剤
師
の
知
識
・

技
術
を
用
い
て
環
境
分
野
の
検
査

を
主
と
し
て
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
以
後
、
平
成
11
年
の
新
検

査
室
完
成
後
は
、
水
道
水
・
飲
料

水
水
質
検
査
を
柱
と
し
、
河
川
水

や
事
業
所
排
水
の
計
量
証
明
事

業
、
学
校
環
境
衛
生
検
査
、
温
泉

成
分
分
析
、
放
射
能
測
定
や
医
薬

品
検
査
な
ど
、
検
査
項
目
を
多
様

化
し
な
が
ら
業
務
を
継
続
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
検
査
業
務
に
つ
い
て
は
、
各
精

度
管
理
試
験
へ
の
参
加
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
I
S
O
1
7
0
2
5

の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
検
査
精

度
の
維
持
・
向
上
へ
各
職
員
が
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
依
頼
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
か
ら
の
定
期
的
な
検
査
依
頼
に

と
ど
ま
ら
ず
、
上
田
市
周
辺
の
事

業
者
や
住
民
か
ら
の
相
談
な
ど
、個

別
の
依
頼
に
も
丁
寧
に
対
応
し
、

検
査
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
す
る

よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
受
託
業
務
の
変
化
に
伴
い
外
出

頻
度
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
効
率
良
く
検
査
業
務
を
実

施
で
き
る
よ
う
、
自
動
分
析
機
器

の
導
入
や
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、水

道
水
質
検
査
機
関
と
し
て
は
極
め

て
少
な
い
職
員
数
な
の
で
、チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
大
切
に
情
報
共
有
し
一

丸
と
な
っ
て
日
々
の
仕
事
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、令
和
元
年

の
台
風
19
号
な
ど
大
規
模
な
自
然

災
害
が
頻
繁
に
起
こ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
災
害
時
に
お

い
て
も
検
査
支
援
体
制
が
と
れ
る

よ
う
、
薬
剤
師
会
4
セ
ン
タ
ー
の

連
携
・
協
力
体
制
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　
昨
今
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
薬
剤
師

を
通
じ
て
次
亜
塩
素
酸
消
毒
や
二

酸
化
炭
素
濃
度
計
に
つ
い
て
問
い

合
わ
せ
が
来
る
な
ど
、
職
員
に
必

要
と
さ
れ
る
知
識
も
日
々
変
化
し

て
い
ま
す
。
我
々
も
研
鑽
を
続
け
、

地
域
に
貢
献
し
続
け
ら
れ
る
検
査

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

写
真
提
供
／
（
一
社
） 
日
本
環
境
測
定
分
析
協
会
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